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＊2016 年 09 月改訂(第 2 版) 

2011 年 04月(初版)                                    届出番号 28B1X00001000008 

機械器具（32）医療用吸引器 

一般医療機器 真空吸引器 （36778000）  

特定保守管理医療機器 

壁掛式吸引圧力調整器 VACUSILL 2-HV 

 

【警告】 

・破損した機器は絶対に使用しないこと。 

・アダプタのガス別特定部が変形、破損した機器は絶対に使用し

ないこと。 

他のガスの配管端末器（アウトレット）につながり、ガス

の取り出し間違いの原因となります。 

・ 配管端末器（アウトレット）より本器を取外すとき、本器に軽

く手を添えて両手で行うこと。 

本器が飛び出すことがあり、けがの原因となります。 

・ 改造やご自身での修理は絶対にしないこと。 

正常な機能や安全を保てなくなります。 

・ 本器に過剰な外力を加えないこと。 

機器破損の原因となります。 

・ 使用前点検は必ず実施すること。 

・ 保守点検は必ず実施すること。 

・ 点検で異常の発見された機器は絶対に使用しないこと。 

・ 機器内部に液体を侵入させないこと。 

機器破損の原因となります。 

・ 配管端末器（アウトレット）に本器を接続するとき、カチッと

音がするまで差し込んで使用すること。 

・ 滅菌、消毒、洗浄、清掃は、取扱説明書をよく読んでから行う

こと。 

・ 本器はその使用方法について適切な教育を受けた人のみが使

用すること。 

・ 吸引器用ボトルは、当社製品を使用すること。 

・ 吸引器用ボトルは、その取扱説明書をよく読んでから使用する

こと。 
・  

 

【禁忌・禁止】 

・ 医療用配管設備の吸引以外で使用しないこと。 

・ ON/OFF スイッチの中間で使用しないこと。 

流量が不足したり、吸引できない場合があります。 
・  

 

【形状・構造及び原理等】 

1．構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．仕様 

(1)真空計              目盛範囲 0 ～－100 kPa 

最少目盛 5 kPa 

 

3．寸法および質量 

寸法：240 ㎜ H×87 ㎜ W×147mmD 

質量：約 400g 

 

4. 作動・動作原理 

医療用吸引配管設備の配管端末器（アウトレット）からアダプタ

部を介して導かれた吸引圧力を、本器により所要の圧力に調整す

る。この吸引圧力により汚物等の吸引物を吸い込む。 

 

【使用目的又は効果】 

医療用吸引配管設備の配管端末器（アウトレット）に取り付け、

主として回復室、病室などにおける術後の患者の汚物、又は手術

室にて術中の患者の汚物等の吸引物を吸引するための吸引圧力を

調整する。 

 

【使用方法等】 
使用方法、使用後手入れの詳細については、取扱説明書をご参

照ください。 

 

1.使用方法 

1)ご用意いただいた吸引器用ボトル（別売）と本器の吸引口⑥

を接続チューブ⑦で接続する。 

2)アダプタ（①、②のいずれか）を吸引用配管端末器（アウト

レット）に差し込み、吸引器用ボトルの吸引口を閉塞後、吸

引圧力調整ノブ⑤にて所要の吸引圧力に調整する。 

3)吸引を一時停止したいとき、あるいは短時間使用しないとき

は、ＯＮ／ＯＦＦスイッチ④の「ＯＦＦ」を押込んで止まる

まで動かす。 

4)吸引停止後、すぐに使用しないときは、吸引圧力調整ノブ⑤

を時計方向へ止まるまで回す。 

5)使用後は速やかに配管端末器（アウトレット）から本器のア

ダプタ（①、②のいずれか）を取外して手入れを行う。 

 

2.使用後の手入れ（清掃） 

汚れ等が付着している場合は、乾いた布またはよく絞った濡れ

布巾などでふき取ること。 

 

3.使用方法に関連する使用上の注意 

1) 吸引圧力調整器部は精密な構造のため、滅菌、消毒、洗浄な

らびに分解をしないこと。 

2)高い吸引圧力で吸引しているとき、急激な管路の閉塞・開放

（つまり、チューブをつまんだり、離したりする）を繰り返

すと真空計③の指針が狂う場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)吸引圧力調整範囲  0 ～ －80kPa 

                          （吸引配管内圧力範囲で調整可能） 

 

 

 

 

 

 取扱説明書を必ずご参照ください。 
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【使用上の注意】 

1.本器と共に収納されている取扱説明書を必ず読んでから使

用すること。不明な点があれば取扱説明書で再度確認してか

ら使用すること。 

正常な機能や安全を保てなくなります。 

2.アダプタ（①、②のいずれか）の先端にキズがついたものは

使用しないこと。 

アウトレットのパッキンにキズをつけ、ガス漏れの原因と

なります。 

3.アダプタ（①、②のいずれか）は、医療ガス配管設備の吸引

用配管端末器（アウトレット）に「カチッ」と音がするまで

確実に差し込むこと。 

落下し、破損する可能性があります。 

4.使用中に真空計③の指針が振れることがありますが、故障で

はありません。 

吸引物(体液など)と共に空気を吸引している場合に発生し、

空気の混入が多いほど指針の振れが大きくなります。 

5.チューブ類を抜き差しする際、無理な力を掛けないこと。 

正常な機能や安全を保てなくなります。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

手入れ後、すぐに使用しないときは、所定の保管場所にて

保管すること。 

保管場所の条件：温度、湿度、風通し、日光、ほこり、

塩分、いおう分等を含んだ空気等によ

り、悪影響の生じるおそれのない場所

であること。 

傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）な

どのない場所であること。 

化学薬品の保管場所やガスの発生する

場所でないこと。 

 

２．耐用年数・使用期間 

指定の保守・点検、並びに消耗品の交換をした場合の 

耐用年数：５年（自己認証） 

使用状況および洗浄、消毒状況などの影響によって部品の

劣化度合に差が生じ、場合によっては耐用年数に達する前

に交換して頂くことがあります。 
 

 

【保守・点検に係る事項】 

保守点検の詳細については、取扱説明書をご参照ください。 

１．使用者による保守点検事項 

(1)点検項目(使用前点検) 

・ 吸引圧力に異常はないか。 

・ アダプタ①にピンの折れ、アダプタ（①、②のいずれ

か）に変形、先端のキズなどの異常はないか。 

・ ＯＮ／ＯＦＦスイッチ④、圧力調整ノブ⑤はスムーズ

に作動するか。 

 

２．業者による保守点検事項 

安定した機能を確保するために定められた期間毎に保守点

検を実施すること。 

(1)点検項目(1 年毎) 

・ 外観に異常はないか。 

・ 真空計の精度に異常はないか。 

(校正用計器を用いて測る) 

・ 圧力調整ができるか。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

 

 

   販売業者[代理店] 
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